
三島由紀夫文学館・山中湖村教育委員会主催
  三島由紀夫文学館　第１９回レイクサロン

—ある青年像の時代体験

会 場 山中湖文学の森

徳富蘇峰館　視聴覚室
（三島由紀夫文学館隣接）

要申込み 定員　７０名程度（先着順、定員になり次第締切）

13：00－16：00頃（12：30受付開始）

（日）

令
和
６
年

参加費

１，０００円

9/4（水）～10/19（土）17:00
WEBまたはFAXにてお申込みください。
三島由紀夫文学館窓口でも申込み可能です。
※詳細は裏面をご覧ください。

申込期間・方法

12 ： 30 ～　  受付開始

13 ： 00 ～ 13 ： 05 山中湖村長挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三島由紀夫文学館長挨拶

13 ： 05 ～ 14 ： 35 講演

14 ： 35 ～ 14 ： 55　 休憩

14 ： 55 ～ 15 ： 55 質疑応答 ・ パネルディスカッション

15 ： 55 ～ 16 ： 00　 山中湖村教育長挨拶

※上記は現時点での目安であり、 若干前後することが考えられます。

プログラム

佐藤 秀明 井上 隆史 山中 剛史
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山中湖文学の森 三島由紀夫文学館
Yamanakako Forest Park of Literature Mishima Yukio Literary Museum
山梨県南都留郡山中湖村平野 506-296 （グリーンパーク内） 

☎ 0555-20-2655 ／ 📠0555-20-2656 ／　   info@mishimayukio.jp

10 ： 00-16 ： 30 （最終入館　16 ： 00）

月 ・ 火曜日 （祝祭日の場合はその翌日）

開 館 時 間｜

休 館 日 ｜

路線バス

富士山駅から約２５分／御殿場駅から約４０分

文学の森公園前バス停下車　徒歩約５分

高速バス【中央高速バス利用　　　】

山中湖旭日丘バスターミナル下車　徒歩８分

マイカー　　　　

山中湖 Ｉ Ｃから国道１３８号線を御殿場方面へ４ｋｍ

至道志・津久井

花の都公園 石割の湯

パノラマ台

至御殿場至須走
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文学の森公園看板

旭日丘バスターミナル

 徳富蘇峰館
 三島由紀夫文学館 

山中湖村役場
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公式X,instagram,
Facebookにて
最新情報配信中

三島由紀夫文学館

お車でお越しのお客様へ
カーナビでの目的地設定の際、住所検索以外での設定をおすすめします。
文学館を含む周辺一帯が同一住所であるため、文学館へ到着できないと
いう問い合わせが増えています。目的地設定の際にはご注意ください。

＊QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

特別講師
   評論家・ノンフィクション作家

保阪 正康 氏

1939 年北海道生まれ。同志社大学文学部社会学科卒業。在学中

は演劇研究会で特攻隊員を描いた創作劇を執筆。卒業後、電通

PR センターへ入社。その後、物書きを志して転職した朝日ソノラ

マで編集者生活を送る。1970 年、三島由紀夫事件をきっかけに

死のう団事件を 2 年間取材。途中で 5 年勤務した朝日ソノラマを

退社してフリーに転じ、1972年に『死なう団事件』で作家デビュー。

2004 年、個人誌『昭和史講座』の刊行で第 52 回菊池寛賞受賞。

そのほか『ナショナリズムの昭和』により第30回和辻哲郎文化賞、

『石橋湛山の 65日』により第 1回石橋湛山和平賞などを受賞して

いる。主要著書に『東條英機と天皇の時代』(筑摩書房)、『吉田茂』

(朝日新聞出版)、『田中角栄と昭和』(朝日新聞出版)、『後藤田正晴』

(文藝春秋 )、『あの戦争は何だったのか』( 新潮社 )、『三島由紀夫

と楯の会事件』(kadokawa)、『真説・光クラブ事件』(kadokawa)、『昭

和史七つの謎』(講談社)、『昭和天皇』(朝日新聞出版)ほか多数。

近著には『日本の地下水脈 1』( 文藝春秋 )、『松本清張の昭和史』

(中央公論新社)など。

ⓒ新潮社



□お連れ様も個別に入力する

個人情報保護方針に同意します

入力内容を確認する

メールアドレス*

備考

同行者 * 人

●同行者１

お名前 *

ふりがな *

年齢 *
歳

必要事項入力後、「個人情報保護方針」の同意について☑を入れ、

「入力内容を確認する」をクリックしてください。

おひとりさまでご参加の場合は、０を選択してください。

２名様以上でのご参加の場合は、申請者を除くお連れ様の人数を選択してください。

「お連れ様も個別に入力する」に☑を入れると

同行者情報の入力が可能になります。

申込方法

WEB申込方法

戻る
送信する

メールアドレス*

同行者*

備考

入力情報の確認後、「送信する」をクリックしてください。

※「送信する」ボタンを押すと、申請者の入力したメールアドレスに

　申請内容送付完了の通知が届きます。必ず受信をご確認ください。

　なお、本メールは申込受付完了のメールではありません。

①お名前 ②ふりがな ③年齢 ④ご住所 

⑤電話 ・ FAX番号 ⑥メールアドレス 
の入力が必要です。複数名で申込みの場合も、

参加者全員の①～⑥の項目を入力してください。

ＱＲコードもしくはＵＲＬからアクセスしてください。
https://www.mishimayukio.jp/event/info.php?no=291

▼ 参加者情報の入力

▼入力情報の確認

▼申込受付完了通知の送付

お申し込みはこちらから

メール／info@mishimayukio.jp
お問い合わせ受付時間　休館日を除く10：00～17：30 アクセス先 「イベントページ」内最下部に申込みフォームがあります。

■申込受付の可否について、３営業日以内に必ずご連絡をさせていただきます。
　３営業日以上経っても連絡がなかったお客様は、恐れ入りますが、
　三島由紀夫文学館 ０５５５-２０-２６５５（休館日を除く、１０：００～１７：３０）までご連絡ください。

■ＷＥＢ申込みの方で、フリーメール（ＧｍａｉｌやＹａｈｏｏメール等）をご登録アドレスとされ、
　期日までに申込受付の可否メールが届かなかった場合、お問い合わせいただく前に、迷惑メールＢＯＸを
　ご確認ください。

申込期間　９月４日（水）～１０月１９日（土）１７：００

　ＷＥＢまたはＦＡＸ（三島由紀夫文学館 0555-20-2656）にてお申込みください。

　三島由紀夫文学館窓口でも申込み可能です。　　 お電話、郵送での受付はいたしかねます。

お申込みの際には、 ①お名前 ②ふりがな ③年齢 ④ご住所 ⑤電話 ・ FAX番号 ⑥メールアドレス(WEB申込みの方必須) 

を必ず明記してください。複数名で申込みの場合も、参加者全員の①～⑥の項目を明記してください。

※FAXで申込みをされる方は、当日の受付の際に必要な受付番号の控えをお送りさせていただきますので、

　書面の受取りが可能なFAX番号からの申込みをお願いします（※コンビニから等不可）。

■ 申込受付は先着順です。定員になり次第、 締切とさせていただきます。

　  定員になり次第、弊館ホームページおよび各種SNSにてお知らせいたします。

■ 講演会の中止や内容に変更がある場合があります。弊館ホームページやSNS等で最新情報をご確認ください。 


